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2月に入り十思の周りでも沈丁花が咲き始めました。最近は真冬のような寒さを
感じた次の日には3月並みの暖かさだったり、まさに三寒四温を繰り返し春になる
のだなと実感しています。寒暖差は自律神経に影響するために知らず知らずのう
ちに疲労感や気分の落ち込みを招くとも言われています。気忙しい時期であるから
こそ、心にゆとりを持つことを心がけたいと思います。
先月NHKで、脳科学者の方が認知症になったお母様の介護をしながら、「記憶が
失われても母は母らしくいられるのか」と問い続けたドキュメンタリー番組を観まし
た。5人に1人は認知症と言われるほど身近な病気でもどうしても「認知症は怖い」
と思ってしまうのは死に至る病気ではないけれども特効薬がないことや「認知症に
なったら自分が自分ではなくなるのでは」という不安が大きいからと思います。仮に
記憶力が少々悪くなって、身の回りのことに手助けが必要になったとしても、自分
が行ったことを喜ばれたり、感謝されたり、自分が誰かのために役に立ったと思え
る小さな実感を積み重ねることこそが、認知症になっても自分らしくいられることの
手助けになるのではないか…十思ではそんな支援を心がけています。（竹原恵子）
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